
（（一一社社））若若狭狭青青年年会会議議所所

２２００１１５５年年度度理理事事長長　松松原原　芳芳彦彦

日頃は（一社）若狭青年会議所に対し御理解と御支援を頂いて

居ります事、心より厚く御礼申し上げます。また本年も「町家 de

フェスタ2015・庚申堂大祭」に若狭青年会議所メンバーが参画

させて頂きました事、重ねて感謝申し上げます。

開催一週間前には台風の恐れがあり、当日は大丈夫だろうかと

心配した天候も、暑いぐらいの好天に恵まれ、今回のチャレンジであったキャンドル

とのコラボレーションによる夜９時までの開催も盛況のうちに終えられたこと喜ばしく

思っております。

私達青年会議所は、明るい豊かな社会の創造を理念とし活動しており、福井県内にも

同じように活動している青年会議所が１０団体あります。それぞれが地域を想い、その

宝をより磨きをかけていけるような活動を行っております。最近では国や県、各市町の

方々が口をそろえて言われることに「工夫
くふう

とアイデアを求める」があります。日本遺産

に登録された御食国
みけつくに

若狭と鯖街道。また、アメリカＣＮＮが選ぶ日本の最も美しい場所

３１選に選ばれた蘇洞門など多くの宝がありますが、風情ある町並みに、昔懐かしい

ひと時が生む癒しの空間、重伝建の町並みと庚申堂大祭に地

域のひとがコラボレーションしたこのフェスタも他と変わら

ぬ宝であると思います。回を重ねるごとに少しずつ進化して

きているこのフェスタも、いうなれば「工夫
くふう

とアイデア」が

ふんだんに織り込まれたものではないでしょうか。今後も

青年会議所として継続してお手伝いをさせて頂き、より進化

していくフェスタに少しでもお力添えになれればと思って

おりますので、どうぞ宜しくお願い致します。

小浜西組
町並み協議会
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小浜の町並みを着物で歩く

小浜市地域おこし協力隊の相澤弘美です。

私自身が着物を着ることが好きで、小浜市に

来てから着物姿で歩く機会を探していたところ、

今年２月に「はまかぜ寄席」が開催されることを

知り、着物を着て行ってきました。

着物や浴衣を持っていない、もしくは着方がわからないからと敬遠されがちですが、

気構えすることなく楽しめる機会を作ろうと、友人への声掛けから始めたのが「着物

de 落語」です。８月23日（日）の「はまかぜ寄席」でも、着物姿でのご来場を呼びか

けました。今後は「着物 de まち歩き」等、市内各地で開催されているイベント巡りな

どにつなげて、普段とは違う小浜の楽しみ方を提案していきたいと考えています。

また、先月７月26日（日）に行われた「町家 de フェスタ」の『築135年の町家で聞

く上方落語の宴
うたげ

』では、浴衣を着て聞きに行きました。落語会終了後、会場前で記念撮

影をしました。素敵な笑顔と浴衣姿が古い町家にとても映えました。今回、小浜西組町

並み協議会で保管している浴衣を２着お借りして、友人に着てもらいました。浴衣で

歩くことを楽しんでもらえたのではないかと思います。

個人的に、小浜の町並みは着物を着て歩く姿も似合うと思うので、これからも、もっ

と着物を楽しんでいきたいと思っています。

この「着物 de 落語」を含め、西組のまち歩きイベントで、たくさんの方にお世話に

なると思います。どうぞ今後ともよろしくお願いいたします。

今年度は４件の修理工事が実

地されます。

鹿島区：村松利樹様付属屋

浅間区：浄安寺山門

飛鳥区：上中雄一郎様主屋(２件)

重重伝伝建建補補助助事事業業をを活活用用ししてて、、

修修理理をを考考ええてておおらられれるる方方はは、、文文

化化課課野野瀬瀬主主査査ままででごご相相談談下下ささいい。。

平成27年度
重伝建補助事業が
始まっています

平成２７年７月２５日(土)、

浅間区の瀧の天満宮祭礼が行な

われました。瀧のそばにあるの

で、瀧の天神とよばれ、学問の

神様です。

お参りにいかせていた

だきましたが、親睦会の

ような和やかな雰囲気で、

区内の方を始め大勢の方

が集われていました。

瀧の天満宮祭礼


